
流山ぐりーんバス 美田・駒木台ルートに関する

意見交換会

令和６年８月１６日（金）１７日（土） 初石公民館

流山市 まちづくり推進課 交通計画推進室
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テーマ① 美田・駒木台ルートの現状について

テーマ② 今後の公共交通について
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テーマ① 美田・駒木台ルートの現状について

◆これまでの経緯

平成２１年 ３月 運行開始

平成３１年 ４月 高齢者割引制度導入（全ルート）

令和 ５年１１月 運賃改定（全ルート）

令和 ６年 ４月 ダイヤ改正（全ルート）、ルート変更

現在の「美田・駒木台ルート」

◆ルートの概要

ルート
１日の便数
（便）

運行間隔
（分）

停留所
（箇所）

運行距離
（ｋｍ）

江戸川台西 ３２ ２０～３０ １５ ８．４

江戸川台 ２７ ３０ １９ ６．３

西初石 ２７ ３０ １１ ６．５

美田・駒木台 ２０ ４０ １５ ９．６

松ケ丘・野々下 ５６ ３０ ３１ ９．７

南流山・木 ３５ ２０～３０ １５ ５．０



年度 利用者数
１便あたりの
乗車人数

収支率 運休数

令和４年度 １０１，４８６人 １２．７人 ４６．４％ ８便

令和５年度 １００，３９７人 １２．０人 ４４．１％ ２３便

運行ルート変更（令和６年４月１日～）

令和６年度
（７月末時点）

３３，４７６人 １４．４人 ４５．２％ ０便

① 運休及び遅延が改善され、１便あたりの乗車人数が増加

② 収支率は改善したが、目標とする５０％に届いていない

※ 収支率＝運賃等収入÷運行経費

（運行経費に占める運賃等収入の割合のこと） 3

テーマ① 美田・駒木台ルートの現状について
「美田・駒木台ルート」新旧図

変更前

◆ルート変更による効果



流山ぐりーんバスの継続・変更・廃止検討フロー 

初年度目 ２年度目 ３年度目 ４年度目 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

   

 
 

 

・・・収支率の確認 ※毎年度、中間評価として、４月から９月までの収支率を確認 
  最終評価として、４月から３月までの収支率を確認 

収支率 
５０％以上 
が見込め
る変更運
行計画案
を作成し、
活性化協
議会にお
いて協議 

Ａ 
収支率が

55％ 
以上 

同サービ
スで継続
※ 

Ｂ 
収支率が

50％ 
以上
55％ 
未満 

需要 
確保策
を検討 
・実施 

55％以上 

55％未満 

５０％以上 

50％未満 

同サービスで
継続※ 

「見直しルー
ル」に基づき 
収支率改善を
検討（P.28） 

Ｃ のフローへ 

Ｃ 
収支率が
50％未満 

承認 

不承認 

運行計画を 
変更し、運行開始 

廃止 
代替手段の 
検討へ（P.32） 

55％以上 

55％未満 
５０％以上 

50％未満 

同サー
ビスで
継続※ 

Ｂ のフ
ローへ 

廃止 
代替手
段の検
討へ 
（P.32） 

令和４年度

４６．４％

令和５年度

４４．１％

令和６年度

４５．２％（７月末時点）
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流山ぐりーんバスの継続・変更・廃止検討フロー 

初年度目 ２年度目 ３年度目 ４年度目 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

   

 

 

 

・・・収支率の確認 ※毎年度、中間評価として、４月から９月までの収支率を確認 
  最終評価として、４月から３月までの収支率を確認 

収支率 
５０％以上 
が見込め
る変更運
行計画案
を作成し、
活性化協
議会にお
いて協議 

Ａ 
収支率が

55％ 
以上 

同サービ
スで継続
※ 

Ｂ 
収支率が

50％ 
以上
55％ 
未満 

需要 
確保策
を検討 
・実施 

55％以上 

55％未満 

５０％以上 

50％未満 

同サービスで
継続※ 

「見直しルー
ル」に基づき 
収支率改善を
検討（P.28） 

Ｃ のフローへ 

Ｃ 
収支率が
50％未満 

承認 

不承認 

運行計画を 
変更し、運行開始 

廃止 
代替手段の 
検討へ（P.32） 

55％以上 

55％未満 
５０％以上 

50％未満 

同サー
ビスで
継続※ 

Ｂ のフ
ローへ 

廃止 
代替手
段の検
討へ 
（P.32） 

基準

実績
令和７年度

ー

継続には、令和６年度末時点で ５０％以上 が必要

◆流山ぐりーんバスの運行継続の基準 （流山市地域公共交通計画より）



年度
（ルート距離）

年間
運行経費

年間
運行便数

１kmあたり
の経費

令和４年度
（１１．５km）

２７，８１２，０００円 ８，０００便 ３０２円

令和５年度
（１１．５km）

３０，７６９，０００円 ８，３７２便 ３１９円

令和６年度
（９．６km）

３１，７３５，０００円 ６，９１７便 ４７７円

【参考】他ルートの１kmあたりの経費

（令和５年度 → 令和６年度）

・江戸川台西 ４０４円 → ４５７円

・江戸川台東 ４０８円 → ５０１円

・西初石 ３９６円 → ４８７円

・松ケ丘・野々下 ３７６円 → ４６０円

・南流山・木 ４２９円 → ５０９円

① 働き方改革関連法の改正（２０２４年問題）により、運行便数が減少

② 燃料費及び人件費の高騰により、運行経費が増大
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テーマ① 美田・駒木台ルートの現状について

◆運行経費の推移



年度
年間

運賃等収入
年間

利用者数
うち高齢者割引

利用者数
高齢者割引
利用者割合

令和４年度 １２，９１３，４７０円 １０１，４８６人 ２３，６０１人 ２３．３％

令和５年度 １３，５７０，００９円 １００，３９７人 ２６，９４４人 ２６．８％

令和６年度見込み
（４～７月の実績）

１４，３００，０００円
（４，８０５，９５９円）

９９，８００人
（３３，４７６人）

２６，４００人
（８，８５６人）

２６．５％
（２６．５％）

① 運賃改定（値上げ）や減便の影響により、利用者数は減少する見込み

② 運賃改定の効果により、運賃収入は増加する見込み
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テーマ① 美田・駒木台ルートの現状について

◆運賃等収入の推移（見込み）

※ 「見込み」は、４～７月の実績からの推計値



期間 運行経費 運賃等収入
運行継続に必要な

収入（※１）
不足額

４～７月
（実績）

１０，６３６，４５６円 ４，８０５，９５９円 ５，３１８，２２８円 ▲５１２，２６９円

令和６年度末
（見込み ※２）

３１，７３５，０００円 １４，３００，０００円 １５，８６７，５００円 ▲１，５６７，５００円
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※１・・・収支率が５０％となる収入

※２・・・４～７月と同等の収入があった場合の推計値

テーマ① 美田・駒木台ルートの現状について

◆令和６年度の収支見込み



【検討結果】
◼ ９月から、１便あたり ２～３人増加 が必要（１日あたり平日＋４４人・休日＋３８人)

◼ ７月末時点で１便あたり１４．４人のため、１６～１７人の乗車 が必要8
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【前提条件（仮定）】

① 令和６年度末の不足額：▲１，５６７，５００円

② 利用者１人あたりの運賃：１８０円

③ ９月１日～３月３１日までの運行便数：４００１便

◼ 総利用者数 → １，５６７，５００円 ÷ １８０円/人 ≒ ８，７１０人

◼ １便あたり → ８７１０人 ÷ ４００１便 ≒ ２．２人/便

テーマ① 美田・駒木台ルートの現状について

◆収支率５０％を達成するには

不足する数
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Ｑ．１ 協賛金や寄付金等により、ぐりーんバスの運行を補助することは可能か？

Ａ．１ 検討中です。

なお、バスのラッピング（３０，０００円/月）や、副バス停名（１基５０，０００円/年）等の

広告制度を活用し、「運賃等収入」として計上することが可能です。

Ｑ．２ 美田・駒木台ルートに限った「運賃値上げ」や「高齢者割引制度の廃止」は可能か？

Ａ．２ 特定のルートに限った「運賃改定」や「割引制度の廃止」は、公平性の観点から困難です。

テーマ① 美田・駒木台ルートの現状について

◆Ｑ＆Ａ



◆ 廃止による影響

流山ぐりーんバスの廃止に伴い、「公共交通検討地域」が発生

公共交通検討地域とは？

「相対的に公共交通を使って駅に行きにくい地域」として
市が位置付けた地域のこと

公共交通検討地域では、計画に定めた手順に基づき、
新たな公共交通導入の検討を始めることができる

令和６年度の収支率が５０％未満となった場合、
令和７年５月頃の地域公共交通活性化協議会において

廃止の協議（承認）を経て、廃止手続きを開始
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代替手段の検討

テーマ② 今後の公共交通について 美田・駒木台ルート廃止となった場合の
公共交通検討地域
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◆ 代替手段導入を検討する場合（新たな公共交通手段の検討）

・ 代替手段導入の検討に入る際は、地域の交通需要を把握するための「地域組織」を設立し、地域

が主体となって、検討を進めていただく必要があります。

・ 地域組織の設立後、地域にアンケート調査を実施していただきます。

代替手段の導入検討フロー（流山市地域公共交通計画Ｐ３２）

アンケート調査の実施

①

②

テーマ② 今後の公共交通について
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① 地域組織の立ち上げ

◆ 地域組織とは、公共交通の検討をする際に、市や事業者と地域をつなぐ「地域の窓口」です。

◆ 新しい公共交通の検討を始める際には、必ず設立していただくこととしており、検討時においては
主体的に活動をしていただきます。

◆ 地域組織は、５名以上の市民などで設立していただく必要があります。

地域組織の活動の例

・交通課題の把握（アンケート調査など）

・要望の取りまとめ

・行政との協議、連絡調整 など

テーマ② 今後の公共交通について
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◆ 地域の交通課題などを把握するため、地域組織が主体となりアンケートを実施

◆ 取りまとめたアンケート結果に基づき、「流山市地域公共交通活性化協議会」で協議

※ その後の流れについては、地域組織設立後に個別でご案内します。

アンケート結果の例アンケートの様式

テーマ② 今後の公共交通について

② アンケート調査の実施
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代替交通手段とは？

◆ 代替交通手段とは？

➢ ワニバース（かしわ乗合ジャンボタクシー）

➢ 需要規模などの都合で、バスでの対応が難しい場合に導入を検討する交通手段です。

➢ それぞれの地域の特性に合わせた交通手段を検討し、導入を目指します。

→検討を進める中で、複数の公共交通検討地域にまたがる交通手段を導入する場合もありえます。

◆ 代替交通手段の例（他市事例）

• 柏市東部（逆井駅・高柳駅周辺）の公共交通

• 最大９人乗（運転手除く）のワゴン車を使用

• 決められたルートを決められた時間に運行

• 運行頻度はおよそ１～２時間に１本程度
※ワニバース 使用車両イメージ（柏市HPより引用）

➢ カシワニクル

• 柏市 沼南地域の公共交通

• セダンタイプの車両を使った乗合タクシー

• 地域内の指定箇所（タク停）同士を結ぶもの

※カシワニクル 使用車両（柏市HPより引用）
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その他の移動手段について

◆ 利用に条件や制限があるなど、「公共交通には当たらないものの、地域の方の移動手段として利用で
きる」ものがあります。

➢ 高齢者等市内移動支援バス事業（流山市 高齢者支援課）

◆ 移動手段の例

• 病院の送迎バスに空席がある際に、通院以外の
目的でもバスに無料で乗車できるもの

• 対象年齢：満６５歳以上 ※事前登録が必要

➢ グリーンスローモビリティ（松戸市・葛飾区 ほか）

• 低速（20km/h未満）で移動する小型車両を用いた
運送事業

• 地域のボランティアが運転を担当

• 車両は市から地域に貸与


